
 

 

 

 

                              

 

ガイダンスとイントロダクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講義の主なポイント】 

・講義の概要や、すすめ方、到達目標などについてガイダンスをおこなった。 

・資本主義経済における企業の競争によって、社会や生活は豊かになってきた。

その一方で社会生活の安全安心を脅かす種々の問題が引き起こされている。 

・現代の資本主義社会において、企業と行政では担いきれず、市民の自発的・主

体的取り組みによってまかなわれている。その主だったものに協同組合があ

る。 

・協同組合が、なぜ生まれ存在するのか、経過や現在の活動と課題、未来におい

てどのような役割が期待されているのかを検討することが必要である。 

・協同組合を一口に言えば「たすけあい」の組織である。資本主義経済の進展と

ともに貧富の格差が著しくなる中、競争原理とは一線を画しつつ消費者や生

産者たちが対抗する組織として協同組合を設立する動きが広がってきた。 

・協同組合は、共同で所有し民主的に管理する事業体を通じ、共通の経済的・社

会的・文化的なニーズと願いを満たすために自発的に手を結んだ人々の自治

的な組織である。 

・企業でも行政でもない存在として組織・団体の中で、協同組合を取り上げ、現

代と未来における協同組合の存在意義と役割を考えたい。 

  三重大学 人文学部  

法律経済学科 

「協同組合論」 
  

青木 雅生／三重大学人文学部教授 

長 

 第 1回（10月 3日）：受講 48名（受講生 41名・聴講＆スタッフ７名） 

現代の資本主義社会において活動する組織として、企業や行政などのほかに

市民セクターがある。そのひとつが協同組合である。 

協同組合論は、市民などの自発性に基づいて組織される協同組合の本来の役

割や意義を歴史的な経緯も含め理解し、現代社会の諸問題について考え、未来

への課題を共有し、検討していくこと、協同組合と未来を担う学生との関係、

地域との関係などの可能性についても検討していく。 

特殊 

講義 

 



第１回講義…受講生の感想レポート（一部抜粋） 
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Ｆさん（２年生） 



 

Ｇさん（２年生） 
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